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１．はじめに

　二重鋼管・コンクリート合成 (Concrete filled double skin

steel tubular, CFDST)部材とは，同心上に二種類の異なる

鋼管を配置し，その間のみにコンクリートを充填した中空

の構造物である。このように従来のコンクリート充填鋼管

(Concrete filled steel tubular, CFT)部材 1)と比較して軽量と

なる利点を有する。

　これまで，著者らは内外円鋼管の CFDST(CC-CFDST)

の中心圧縮実験 2)，三点曲げせん断実験 3)などを行って

き た 。 ま た ， 外 円 鋼 管 ， 内 角 形 鋼 管 の CFDST(CS-

CFDST)短柱 4)を行ってきた。本研究では，内外正方形鋼

管の CFDST(SS -CFDST)短柱の中心圧縮実験 5)に引き

続き，SS-CFDST の三点曲げせん断実験を行い，主に内

鋼管・外鋼管幅比が曲げせん断特性に与える影響につい

て実験的に検討することを目的としている。

2. 実験方法

　表-1 に供試体の一覧を示す。供試体は内外鋼管厚 ti,

to を 1.0 または 1.6mm とし，外鋼管の幅(Bo)は 160mm と一

定である。また，内鋼管幅(Bi)を 0(CFT), 38, 75, 113mm と

し，内鋼管・外鋼管幅比(Bi/ Bo)の範囲は 0.0～0.7 の合計

8 体である。

　図-2 に載荷方法を示す。2MN 載荷試験機を用いて，

供試体中央に集中荷重 P を与え，供試体に曲げ，せん断

力を作用させた。また，スパン中央下部には変位計を設

置して，中央のたわみを測定した。

3.実験結果と考察

(1)破壊形式

　図-3に内鋼管が 38mm の破壊形式を示す。載荷点と支

点の間に明確なせん断破壊が見られ，それに伴って鋼管

の局部座屈が見られる。さらに，供試体端部では，拘束さ

れていない充填コンクリートが外側へ押し出されていた。

(2)変形特性

　図-4 に作用せん断力と変位の関係を示す。同図より，

内鋼管幅(Bi)が 75mm までなら，正方形 CFT と比較しても変

形性能の大きな差異は見られないことがわかる。

(3)せん断強度

　せん断強度を算定するにあたり，充填コンクリートが負担す

るせん断強度は，二羽らが提案した以下の式を用いた。
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ここで，fc': コンクリート強度(N/mm2)， bw: ウェブ幅，as: せ

ん断スパン長，d は有効高さ(mm)である。さらに内外鋼管

によるせん断補強効果を以下の通りとした。

V so=2 Bot o f y , V si=2 Bi t i f y        (2a,b)

ここで，fy は内外鋼管の降伏応力である。

　以上より，SS-CFDST のせん断耐力(Vest)を以下の通りと

した。

V est=V c+V so+V si 　　　　　　　　(3)

　図-5 に実験せん断強度(Vexp)を式(3)で除した定式化せ

ん断強度と内鋼管・外鋼管幅比 (Bi/ Bo)の関係を示す。同

図より，Bi/ Bo  0.47≦ であるなら式(3)を用いてせん断強度

の推定が可能であることがわかる。

4.まとめ

(1)破壊形式は Bi/ Bo  0.47≦ の範囲であれば，充填コンク

リートのせん断破壊に伴う鋼管の局部座屈であった。

(2)せん断力と変位の関係より，Bi/ Bo  0.47≦ であれば正

方形 CFT と比較しても変形性能の大きな差異は見ら

れなかった。

(3)Bi/ Bo  0.47≦ の実験せん断強度は，RC ディープビーム

のせん断強度と鋼管の補強効果を累加したもので評

価できた。
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表-1　供試体一覧

# Tag

Square steel tube
Concrete

Yield. point

(mm) (mm) (mm)

1 10-000 160.5 1.0 0.0 160.5 0.00

202.3

24.6

2 10-038 160.7 1.0 37.3 160.7 0.23

3 10-075 160.4 1.0 74.9 160.4 0.47

4 10-113 160.1 1.0 112.6 160.1 0.70

5 16-000 160.2 1.6 0.0 100.1 0.00

201.6
6 16-038 160.0 1.6 37.5 100.0 0.23

7 16-075 160.3 1.6 74.9 100.2 0.47

8 16-113 160.3 1.6 112.5 100.2 0.70
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図-4　せん断力と変位
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図-5　せん断強度と内鋼管・外鋼管幅比
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